
大 学 を 問 う̶ ア メ リ カ か ら の 報 告

テ ス ト…… 知 識 よ り 独 創 性 重 視

ハ ー バ ー ド 大 学 で 日 本 の 政 治 経 済 を 教 え る ブ ラ イ ア ン ・ ウ ッ ド ー ル 助 教

授 の ク ラ ス で は 、 秋 学 期 の 中 間 試 験 が 行 わ れ て い た 。

試 験 時 間 は 一 時 間 。 参 考 書 の 持 ち 込 み は 不 可 で あ る 。 開 始 と 同 時 に ペ ン

を 走 ら せ る 者 も い れ ば 、 考 え 込 む 者 も い る 。 日 米 変 わ ら ぬ 光 景 だ が 、 学 生

の 緊 張 ぶ り は 息 苦 し い ほ ど だ 。

一 年 を 秋 学 期 、 春 学 期 に 分 け る セ メ ス タ ー 制 度 を 採 用 し て い る ハ ー バ ー

ド で は 、 両 学 期 と も 中 間 、 学 期 末 の 二 つ の 試 験 を 行 う 。 ウ ッ ド ー ル 助 教 授

は 、 「 試 験 結 果 は 、 成 績 を 決 め る う え で 大 き な ウ エ ー ト を 占 め る 」 と 指 摘

し た 。
特 に 次 年 度 の 奨 学 金 の 採 否 は 、 資 力 の 有 る 無 し に か か わ ら ず 、 秋 学 期 の

成 績 だ け で 判 断 さ れ る の で 、 失 敗 は 許 さ れ な い 。 あ る 学 生 は 「 奨 学 金 は ス

テ ー タ ス の ひ と つ 。 ま し て 、 ぼ く み た い な 貧 乏 学 生 に と っ て は 死 活 問 題 で

す」 と 気 負 い 気 味 に 話 す 。

テ ス ト の 内 容 は 、 第 一 問 が 「 日 本 開 発 銀 行 」「 片 山 内 閣 」 な ど 五 つ の 言

葉 を 挙 げ 、 そ の 性 質 と 意 義 に つ い て 記 載 せ よ （ 配 点 四 〇 ％ ） 、 第 二 問 は 日

本 の 政 治 経 済 を 動 か す 中 心 を 官 僚 機 構 と し た う え で 、 明 治 か ら 現 代 に 至 る

発 展 経 緯 を 問 い 、 政 治 家 が 官 僚 に 影 響 力 を 行 使 す る た め に ど う す べ き か 、

自 分 な り の 考 え を 述 べ よ（ 配 点 六 〇 ％） と い う も の だ っ た 。

「 こ の テ ス ト で 学 力 は だ い た い 判 断 で き る 」 と ウ ッ ド ー ル 助 教 授 は 言

う 。 そ の チ ェ ッ ク ・ ポ イ ン ト に つ い て 、 「『 日 本 開 発 銀 行 』 は 授 業 で は 触

れ て い な い が 、 私 が 指 示 し た 必 読 文 献 に は 出 て く る 。 こ こ で 、 き ち ん と 学

習 し た か ど う か の 差 が 出 ま す 」「 第 二 問 は 、 前 半 は 知 識 さ え あ れ ば 答 え ら

れ る が 、 後 半 は 知 識 プ ラ ス 創 造 力 が 必 要 で す」 と 話 し た 。

テ ス ト を 受 け た の は 大 学 院 生 十 五 人 、 学 部 生 十 人 だ っ た 。 こ の う ち 院 生

五 人 は 、 官 僚 二 人 を 含 む 日 本 人 留 学 生 で あ る 。 結 果 は 、 上 位 五 人 を 米 国 学

生 が 占 め 、 日 本 人 は 一 人 が 六 位 に 顔 を 出 し た だ け で 、 後 は 中 位 以 下 だ っ

た 。
結 果 に つ い て 、 ウ ッ ド ー ル 助 教 授 は 、 「 日 本 人 の 答 案 は 知 識 の 羅 列 だ け
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で 、 創 造 力 に 欠 け て い た 。 た し か に 知 識 は 大 切 だ が 、 よ り 重 要 な の は 、 理

解 し た う え で 自 分 が ど う 考 え る か と い う 点 で す 。 知 識 プ ラ ス 創 造 力 が な け

れ ば 、 Ａ は も ち ろ ん Ｂ の 評 価 も や れ ま せ ん」 と 話 す 。

ウ ッ ド ー ル 助 教 授 は 「 は か ら ず も 、 こ の 試 験 で 日 米 の 高 等 教 育 の 差 が 明

ら か に な っ た」 と 指 摘 し た 。 そ の 差 は ど こ か ら 生 じ る の か 。

ハ ー バ ー ド の 授 業 が 一 コ ー ス の 程 度 が 高 く 、 学 生 は 平 均 し て 週 に 四 コ ー

ス を 受 講 す る の が 精 い っ ぱ い だ 。 授 業 は だ い た い 一 時 間 、 ゼ ミ で も 二 ー 三

時 間 程 度 だ か ら 、 時 間 が 余 る よ う に 見 え る が 、 実 は 、 一 回 の 授 業 に 三 時 間

の 予 習 が 求 め ら れ る の だ 。 と い う の も 、 教 員 は 学 生 が 予 習 し て い る の を 前

提 に 授 業 を 進 め 、 そ の 授 業 も デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 方 式 が 一 般 的 だ 。 も し 予 習

を し て こ な か っ た ら 、 議 論 の 輪 に 参 加 で き な い だ け で な く 、 教 員 に 意 見 を

求 め ら れ な い よ う 、 ビ ク ビ ク し な が ら 一 時 間 過 ご さ ね ば な ら な い 。

授 業 も 試 験 と 同 様 、 知 識 よ り 、 自 分 の 考 え を 論 理 的 に 述 べ る こ と が 重 視

さ れ る の で あ る 。

金 曜 日 の 夜 、 ハ ー バ ー ド ・ ス ク エ ア は 学 生 で に ぎ わ う 。 だ が 、 土 、 日 曜

日 は 、 昼 間 こ そ ジ ョ ギ ン グ や テ ニ ス で 汗 を 流 す 若 者 を 見 か け る が 、 夜 に な

る と 静 ま り 返 る 。 み ん な 翌 週 の 授 業 の 準 備 に 忙 し い の で あ る 。

チ ャ ン ス は 平 等 に 、 評 価 は 厳 格 に…… 年 間 三～ 四 割 の 学 生 を 退 学 処 分 に

米 国 の 大 学 は ハ ー バ ー ド に 代 表 さ れ る 名 門 私 大 や 一 部 の 州 立 大 を 除 き 、

入 学 は さ ほ ど 難 し く な い 。 特 に 州 立 大 の 場 合 、 税 金 を 払 っ て い る 市 民 は 誰

で も 、 平 等 に 大 学 に 行 け る 権 利 が あ る と い う 考 え 方 か ら 、 大 半 の 受 験 生 は

入 学 を 許 可 さ れ る 。

ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立 大 学 （ Ｃ Ｕ Ｎ Ｙ ） も そ ん な 平 等 の 理 念 が 徹 底 し た 大 学

の ひ と つ だ 。 か つ て の 理 想 主 義 的 な 運 営 （ 無 試 験 、 授 業 料 免 除 ） は 財 政 破

綻 で 挫 折 し た と は い え 、 二 十 万 人 と い う 全 米 最 大 規 模 の 学 生 数 が 門 戸 の 広

さ を 物 語 る 。 だ が 、 そ れ に も か か わ ら ず ノ ー ベ ル 賞 受 賞 者 数 十 二 人 を は じ

め 、 学 術 、 政 治 、 文 化 に 優 秀 な 人 材 を 送 り 出 す 質 の 高 さ は 、 名 門 私 大 に ひ

け を と ら な い 。 な ぜ な の か̶̶ 。

副 学 長 と し て 長 年 、 学 生 問 題 を 担 当 し 、 優 秀 な 大 学 管 理 者 に 送 ら れ る

「 デ ィ ー ン ・ オ ブ ・ ザ ・ イ ヤ ー 」 の 一 九 九 〇 年 度 の 受 賞 者 で あ る グ レ ン ・
2 

/ 4



ナ イ グ リ ー ン 博 士（ 七 二） の 答 え は 明 快 だ っ た 。

「 ハ イ ク オ リ テ ィ ー を 維 持 す る た め 、 教 員 だ け で な く 、 学 生 に も 厳 し い

評 価 シ ス テ ム を 課 し て い る か ら で す」
ま ず 、 成 績 の 悪 い 学 生 に 留 年 と い う 恩 情 を か け ず 、 退 学 処 分 に す る 。 米

国 の 大 学 の 大 半 が そ う だ が 、 Ｃ Ｕ Ｎ Ｙ の 場 合 、 年 間 の 退 学 者 は 三 ～ 四 割 に

な る 。 フ ッ ト ボ ー ル や バ ス ケ ッ ト ボ ー ル な ど ス ポ ー ツ 界 で 活 躍 し て い る 花

形 選 手 と い え ど も 、 例 外 で は な い 。 「 学 生 で あ る か ぎ り ア カ デ ミ ッ ク で あ

る こ と が 絶 対 条 件 で す 。 最 低 で も 平 均 し て Ｃ の 合 格 点 を と ら な く て は な ら

な い」 と ナ イ グ リ ー ン 博 士 は 言 う 。

だ が 、 退 学 に よ り 学 問 へ の 道 が 閉 ざ さ れ る わ け で は な い 。 単 位 互 換 制 度

に よ り 、 あ る 大 学 で 取 得 し た 一 定 レ ベ ル の 成 績 の 単 位 は 他 大 学 で も 認 定 さ

れ る た め 、 一 ラ ン ク 下 の 大 学 に 編 入 で き る 。 逆 に 入 学 し た 大 学 の レ ベ ル が

低 く て も 、 そ の 後 の 成 績 が 良 け れ ば 上 の 大 学 へ 編 入 で き る 。 「 学 生 の 世 界

で も 常 に 競 争 原 理 が 働 い て い る」 と 博 士 は 言 う 。
「 こ の 競 争 原 理 は 大 学 院 で 一 層 厳 し く な る 」 と 指 摘 す る の は 、 ハ ー バ ー

ド 大 学 で 日 本 人 と し て 初 め て 経 営 学 博 士 号 を 取 得 し た 霍 見 芳 浩 教 授 （ 五

六） で あ る 。 そ の 理 由 に つ い て 霍 見 教 授 は 、 「 こ の 国 で 博 士 課 程 を 取 っ た

者 は 、 豊 富 な 学 問 的 知 識 、 独 創 的 な 研 究 能 力 を 持 っ て い る と 保 証 さ れ た こ

と に な る 。 こ の 質 を 維 持 す る た め だ」 と 語 る 。

二 年 間 の 修 士 課 程 を 終 え 、 博 士 課 程 に 入 っ て 最 初 に 待 ち 受 け る の が 、 自

分 の 選 ん だ 専 門 分 野 と そ れ に 関 連 す る 学 科 の 試 験 で あ る 。 こ れ に 合 格 し

て 、 初 め て 博 士 論 文 作 成 の た め の 研 究 が 許 さ れ る が 、 約 三 割 が ふ る い に か

け ら れ る 。

論 文 完 成 後 も 口 頭 試 験 と い う 最 後 の 関 門 が 立 ち は だ か り 、 言 葉 に よ る 表

現 能 力 、 教 員 と し て の 適 性 が 審 査 さ れ る 。 結 局 、 博 士 課 程 進 学 者 の う ち 、

博 士 号 を 取 得 で き る の は 四 十 ％ に 満 た な い 。 さ ら に 一 流 大 学 に 就 職 で き る

か ど う か も 成 績 次 第 な の だ 。

教 員 へ の 評 価 に も あ っ た よ う に 、 も ち ろ ん こ う し た 厳 し さ に 対 す る 批 判

は か な り 強 く あ る 。

米 中 西 部 ア イ オ ワ 州 の ア イ オ ワ 大 学 で 九 一 年 、 物 理 天 文 学 部 の 博 士 課 程

を 修 了 し た ば か り の 中 国 人 留 学 生 （ 二 八） が 短 銃 を 乱 射 、 学 部 長 や 評 価 を

担 当 し た 教 授 ら 五 人 を 殺 害 し 、 自 殺 す る と い う 事 件 が あ っ た 。 地 元 紙 は 、
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留 学 生 が 友 人 に あ て た 手 紙 に は 博 士 論 文 へ の 評 価 や 就 職 の あ っ せ ん に つ い

て の 大 学 側 に 対 す る 批 判 や 、 優 秀 な 成 績 の 学 生 に 贈 ら れ る 特 別 賞 が ラ イ バ

ル に 与 え ら れ た こ と へ の 不 満 が 書 か れ て い た 、 と 報 じ た 。 評 価 至 上 主 義 が

生 ん だ 悲 劇 と も い え る 。

「 大 変 不 幸 な 事 件 だ 」 と 、 ナ イ グ リ ー ン 博 士 は 言 う が 、 「 厳 し い 評 価 シ

ス テ ム を 放 棄 す れ ば 、 大 学 は 単 な る 学 位 授 与 機 関 に 成 り 下 が り 、 い ず れ 社

会 の 信 用 を 失 っ て し ま う」 と 、 心 配 し て い た 。（ 二 八 〇 一 字 、 一 部 略）

産 経 新 聞 社 編『 大 学 を 問 う̶ 荒 廃 す る 現 場 か ら の 報 告̶』（ 新 潮 社 、 一 九 九 二 年） よ り
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